
 

※令和４年度以降入学生用 

学校番号 1012 

令和５年度 理科 

 

教科 理科 科目 (学)生物演習 単位数 ２単位 年次 ２年次 

使用教科書 「生物基礎」 （数研出版） 

副教材等 
リード Lightノート「生物基礎」（数研出版） 

リード Lightノート「生物」（数研出版） 

 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

・生物系・農学系・医療看護系進学を目指す人が受講する授業です。この授業内で扱いきれない演

習問題は「生物演習」の授業で扱うので必ず合わせて受講してください。 

・生物や生命現象について学びます。生物基礎の知識に基づく見方や考え方を身に着け、日常生活

に活かしてください。さらに、「生物」を学ぼうとする人の基礎となる内容を学びます。学習を通

して科学的な知見や感性を養ってください。 

・予習は可能な範囲で構いませんが、授業内でわからないことがあれば担当者へ確認してわからな

いままにしないことと、丸暗記ではなく理論的に理解し問題集を活用すること等、継続的な日々の

復習は必要です。 

 

 

２ 学習の到達目標 

・生物基礎の基本的な概念・原理・法則を理解し、科学的な見方・考え方を養う。 

・日常生活や社会と生物基礎の関連事象を学びながら生物・生物現象への関心を高める。 

・観察、実験などを行い、なぜそのような現象が起こるか・なぜそのような結果が得られたのかに

ついて考えて検証することで科学的に探究する力を養う。 

・生物事象について科学的に探究する能力・態度を養う。 

 

 

３ 評価の観点及びその趣旨 

観

点 
a:知識・技能 b:思考・判断・表現 c:主体的に学習に取り組む態度 

観
点
の
趣
旨 

生物や生命現象について、

基本事項や、また観察・実

験に関する事項について理

解しているとともに、観

察・実験の基本操作や技能

を身に付けている。 

生物や生命現象の中に問題を

見出し、見通しをもって観

察・実験などを行い、科学的

に考察し表現しているなど、

科学的に探究している。 

日常生活の中に生物や生命現

象に関わる事物・現象に主体

的に関わり、意欲的・科学的

に探究しようとしている。 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。学習内

容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 
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４ 学習の活動 

学 

期 

単
元
名 

学習内容 単元（題材）の評価規準 

評価方法 

知(a) 思(b) 主(c) 

１

学

期 

生

物

の

体

内

環

境

の

維

持 

体内環境としての体液 

腎臓と肝臓による調節 

a:血液を中心とする体液の、成

分・働きについて、腎臓や肝臓の

つくり・働きについて学んだこと

で、体内環境が維持されているこ

とが理解できる。 

b:血液成分のそれぞれの働きや、

腎臓における尿生成・ホメオスタ

シスについてのまとめを行い、発

表することができる。 

c:血液成分・腎臓・肝臓の異常が

様々な病気を引き起こすことに

関心を持つ。 

 

定期テス

ト 

確認テス

ト 

 

定期テス

ト 

確認テス

ト 

観察・実

験 

レポート 

授業準備 

取り組み

姿勢 

提出ノート 

観察 ・ 実

験 

レポート 

２
学
期 

生
物
の
体
内
環
境
の
維
持 

神経とホルモンによる調節 

免疫 

a:交感神経と副交感神経の拮抗

的作用、ホルモンのフィードバッ

ク調節、様々な病原体に対する防

衛の仕組み等について理解でき

る。 

b:特に血糖量調節に自律神経と

ホルモンがいかにかかわってい

るか、免疫機能がどのように働

き、医療にも応用されているか、

説明できる。 

c:自律神経・ホルモン・免疫の異

常が様々な病気をひこ起こすこ

とに関心を持つ。 

 

定期テス

ト 

確認テス

ト 

 

定期テス

ト 

確認テス

ト 

観察・実

験 

レポート 

授業準備 

取り組み

姿勢 

提出ノート 

観察 ・ 実

験 

レポート 

３
学
期 

細
胞
と
分
子 

生体を構成する物質 

タンパク質の構造と性質 

酵素のはたらき  

a:生物を構成する物質、特にタン

パク質の構造や働き、酵素につい

て理解できる。 

b:特にタンパク質であるがゆえ

に生じる酵素の性質について、説

明できる。 

c:授業の内容について意欲的に

取り組み、努力の姿勢がみられ

る。 

 

定期テス

ト 

確認テス

ト 

 

定期テス

ト 

確認テス

ト 

観察・実

験 

レポート 

授業準備 

取り組み

姿勢 

提出ノート 

観察 ・ 実

験 

レポート 
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※ 表中の観点について a:知識・技能 b:思考・判断・表現 c:主体的に学習に取り組む態度         

 

 


